
 令和 8 年 3 月 31 日（火） 15 時 00 分～15 時 20 分  

 

 東京都千代田区大手町 1 丁目 3－2 

経団連会館 5 階 パールルームを開催場所として 

Web 会議システムの併用による会議 

次の役員は、Web 会議システム（インターネット回線を使用した音声と映像を伝達す

るシステム）により参加するのと同時に適時的確な意見表明が互いにできる状態となっ

ていることを確認した。 

   会⾧代行 大村 秀章    理   事 可知 洋二 

   理  事 小林  健 

 

（１）理事総数 22 名 

   出席理事 17 名 

   会  ⾧ 筒井 義信    会⾧代行 大橋 徹二 

   会⾧代行 大村 秀章    副 会 ⾧ 有馬 浩二 

   副 会 ⾧ 輪島  忍    事務総⾧ 小林 洋司 

   事務局⾧ 花咲 恵乃    理  事 有吉 伸人 

   理  事 多  忠貴    理  事 可知 洋二 

   理  事 勝野  哲    理  事 小林  健 

   理  事 中山 拓也    理  事 幡野 徳絵 

   理  事 森   洋    理  事 守屋 文俊 

   理  事 山口 高広 

（２）監事総数２名 

   出席監事２名 

   監  事 池田 千絵    監  事  岡村 俊克 

 

（１）決議事項 

   第１号議案 事業計画及び収支予算について 

   第２号議案 大会開催基本計画について 

   第３号議案 公益認定の申請について 

   第４号議案 「2028 年技能五輪国際大会の基本的な方向について」について 

   第５号議案 評議員会の開催について 

（２）報告事項 

   報告事項１ 個別事業計画（競技計画、運営計画、宿泊・輸送計画、広報計画）について 

   報告事項２ 代表理事及び業務執行理事の職務執行状況について 



 

 定刻、筒井義信会⾧が議⾧として開会を宣した。その後、理事会の参加状況の報告が

あり、本理事会は一般財団法人 2028 年技能五輪国際大会日本組織委員会定款（以下、

「定款」という。）第 36 条に定める定足数を満たしており、有効であることを説明した。 

  その後、議案の審議に入った。議⾧の指示による事務局からの説明及び審議の状況 

は次のとおりである。 

 

（１）第１号議案 事業計画及び収支予算について 

   花咲恵乃事務局⾧より、2026 年度事業計画書及び収支予算書について説明がなさ 

  れ、全員異議なくこれを承認可決した。 

 

（２）第２号議案 大会基本計画について 

   事務局⾧より、大会開催基本計画について説明がなされ、全員異議なくこれを承認 

可決した。 

 

（３）第３号議案 公益認定の申請について 

   事務局⾧より、公益認定の申請について説明がなされ、全員異議なくこれを承認可決 

した。 

 

（４）第４号議案  「2028 年技能五輪国際大会の基本的な方向について」について 

   事務局⾧より、2028 年技能五輪国際大会の基本的な方向について説明がなされ、 

  全員異議なくこれを承認可決した。 

 

（５）第５号議案 評議員会の開催について 

   事務局⾧より、評議員会を開催する旨の議案について説明がなされ、全員異議なく 

これを承認可決した。 

 

（１）報告事項１ 個別事業計画（競技計画、運営計画、宿泊・輸送計画、広報計画）について 

  事務局⾧より、個別事業計画について報告をした。 

 

（２）報告事項２ 代表理事及び業務遂行理事の職務執行状況について 

事務局⾧より、定款第 25 条第 6 項に基づき職務執行状況について報告をした。 

 

以上について特段の意見及び質問はなく、全ての議題が終了したので、議⾧は第３回理

事会の閉会を宣した。 

 

 

 

 



上記の議事の経過要領及びその結果を明確にするために、会⾧及び会⾧代行並びに監 

事は記名押印をする。 

 

令和 ８年 ３月 31 日 

 

 

会  ⾧     筒井 義信     ㊞ 

 

 

 

会⾧代行     大橋 徹二     ㊞ 

 

 

 

会⾧代行     大村 秀章     ㊞ 

  

 

 

監  事     池田 千絵     ㊞ 

 

 

 

監  事     岡村 俊克     ㊞ 

 


